
令和５年度 第１回 松本市多文化共生推進協議会会議録（要旨） 
 

１ 日時 

令和５年１０月６日（金） 午後２時００分～４時００分 

 

２ 場所  

パレア松本 ネットワーク室 

 

３ 出席委員(１２名) 

会長  佐藤 友則          副会長 犬飼 プリヤモン 

委員  マーメット・ショーン・コリン 委員  山本 侑一郎 

  委員  陳 思静           委員  持山 シャロン 

  委員  ハインリヒ・トマス・ロニー  委員  大石 美香    

  委員  臼井 雅彦          委員  岡田 忠興  

  委員  マキナリー 浩子       委員  江森 一 

 

４ その他出席者 

  松本市地域日本語教育コーディネーター  佐藤 佳子 

 

５  事務局 

住民自治局         局  長  藤森 誠 

住民自治局人権共生課    課  長  奥原 恵子 

    同上        係  長  北原 優子 

同上        主  事  井坂 麻衣子 

同上        事 務 員  小山 結 

 

６ 会議次第 

⑴  開会・あいさつ 

⑵  委員自己紹介 

⑶  会長・副会長選出 

⑷  会議事項 

ア 第３次松本市多文化共生推進プラン施策の取組状況について 

イ 令和５年度地域日本語教育推進事業について 

ウ 令和５年度キーパーソン事業について 

エ その他 

⑸  閉会 
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７  会議の要旨 

 

事務局 

(「第３次松本市多文化共生推進プラン施策の取組状況」について、資料を用い事務

局から説明） 

 

会長 

ご報告ありがとうございました。 

今の報告の、主に就労、医療通訳の二つの件につきましてのご報告をお聞きの上

で、皆さんから再質問、もしくはご意見といったものはありますでしょうか。 

何かありましたら、どうぞ気楽に手を挙げていただければと思います。 

私の方から就労について、ハローワークさんで日本の人も外国の人も同じ求人票

で、対応されているっていうのは、おそらく何十年も変わらない状況なのではないか

と感じました。 

求人票自体を、フィリピンの方が、ビサヤ語であったりタガログ語であったり、タ

イ語であったり、自分のスマホなどでそういったものに翻訳するのは、以前より可能

にはなっています。ですから資料の翻訳を進めるというのは特に必要は感じないので

すが、ハローワークさん側の体制として、外国の方をサポートするっていうような体

制にはおそらくなっていないのではないかと思います。 

外国の方だけの専門スタッフの必要はないのですけれど、外国の人が来たら自分が

対応するといったそういった方がいらっしゃるのか。そういった方がしっかり今回の

委員さんのお話を伺ったり、全国の状況を見たり、先進地域の就職支援の状況を見た

りして、学ぶ方が 1人でもいらっしゃって、いろいろなサポートをしていけば、また

状況も変わってくるんではないか、ということをちょっと聞きながら感じた次第で

す。 

労政まつもとに書いていただくのはありがたいけど、これを読む外国の人はおそら

く誰もいません。これを日本の人が読むかっていうと日本の人でもどれぐらい読むの

かなっていうのが正直なところです。ですからそちらの方にエネルギーをかけられて

もあんまりかなと正直感じます。 

JICEの日本語に関しては、本当に以前から感謝しておりますし、機能しているもの

であり、重要なものだと思うので、それはいいんですけど、これが本当の意味で就職

に繋がるような形での学習になっているのか、いわば日本語を勉強する無料のとても
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いい、本当に先生方も一流ですから、そういった機会にはなっているけれど、それが

仕事に繋がるところになっているのかっていうと、やや疑問は以前から感じていま

す。 

医療通訳に関しては、正直私の身内の信大病院がかなり弱いというのは以前からよく

聞いており、そして本当に相澤病院さんのおかげで何とか外国由来の方々がサポート

を受けています。中国の方が通訳として常駐されていますし、英語できる方も何名も

いらっしゃいます。 

医師は英語ができるからっていう次元はもう 30年も昔の話で、もう今さら聞きたく

ない話ですよね。そういったレベルの状況ではありません。インバウンドでどんどん

戻ってきており、例えば、パプアニューギニアの方が観光に来て、心臓発作で倒れた

場合、どう対応するのか、英語もできず、日本語も当然できることは期待できず、そ

ういったことも含めての対応ですと、もはやもう英語なんていう状況ではないんです

が、やはり危機感がまだ薄いなと思います。これは逆に全国レベルですと、日本全体

の医師会であったり、厚生労働省の方がよほど危機感を持って進めなければっていう

ふうに動いているぐらいですから、ちょっとまだかなり松本の中ではのんびりしてい

るなっていう印象は受けています。 

他の皆さん方いかがでしょうか？ 

それでは、この件に関しては、とにかく報告ありがとうございました。このプラン

を今までご覧になった方もいらっしゃらないかもしれませんが、5年に一度作り、

2021年に動き出し、また 2026年に新しいものを作るので、その関係で 2025年にはこ

の協議会の中で必死になって検討するっていうことがまたあるかと思いますので、ぜ

ひじっくりご覧ください。 

では 2番目の議題「令和 5年度地域日本語教育推進事業」について、よろしくお願

いいたします。 

 

松本市地域日本語教育コーディネーター 

（「令和５年度地域日本語教育推進事業」について資料を用い、地域日本語教育コーデ

ィネーターから説明） 

それでは、お手元に資料 2「令和 5年度地域日本語教育推進事業」をお開きくださ

い。 

昨年度参加の委員さんには、既にご覧いただいている内容のものもございますが、
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改めまして、趣旨・目的からお伝えしてまいりたいと思います。 

まず 1枚目の下段の趣旨・目的です。 

一番として、外国人住民の日本語学習の機会を確保し、生活に必要な日本語能力の

向上を図り、キーパーソンとしての活躍に繋げる。松本市内に既に複数の地域日本語

教室がございますけれども、このキーパーソンとしての活躍に繋げるというところが

人権共生課としてのポイントとなっています。 

二番目、日本語学習を通した日本人外国人相互の交流により、市民の多文化共生意

識の向上を図る。 

この部分に関しましては本事業に関わるボランティア、有償ボランティアにはなり

ますが、長野県の日本語交流員の研修を受けた方にボランティアとして関わっていた

だいております。 

そういった方々が、地域住民としてこの事業に関わってくださる、というところが

二つ目のポイントです。 

そして三つ目ですが、松本市の特徴を踏まえた地域日本語教育推進体制を構築す

る。これは、多文化共生キーパーソンもそうですけれども、市の様々な情報を、長く

住んでいるこのキーパーソンになりうる方々に知っていただくというところを目的と

しております。 

その下段にありますのは、第三次プランの抜粋になります。  

それでは 1枚おめくりください。 

事業内容としましては、大まかにではありますけれども、まず一つの大きな柱が、

オンライン日本語教室の設置ということです。 

一番上にある国・県が示すモデル教室の形にならわないといけません。これはどの

ようなものかといいますと、今までの地域日本語教室のようにボランティアの方と学

習者さんが一対一で向き合って授業を進めていくという形ではなく、まず、コーディ

ネーターがその教室と行政であったり、地域の関係団体などであったりを繋ぎながら

その教室を運営していきます。またそこで教える教師は、教室の中に 1名なんです

が、経験の長いプロの教師が日本語を教え、ただ教師とだけ外国の方が話せていて

も、地域に戻ったときに話すことができませんから、先ほどお話したような研修を受

けた日本人地域住民の方に参加していただいて、その日学んだことをもとに会話パー

トナーとして会話を広げていっていただく。そのような形のオンライン教室を行って

おります。 
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全体でメインで勉強した後は、ブレイクアウトルームに何度か別れて、そういった

ようなじっくり会話をする時間を設けております。 

その下段のちょっとピンク色である部分ですけれども、地域日本語教育コーディネ

ーターの設置ということで、私が今回この任に就かせていただいております。 

このオンライン教室のカリキュラム等全体の運営と、加えて既にあります地域日本

語教室や庁内の関係課と教室内外の連携を行うということが私の役割になっていま

す。 

令和 4年度の実績報告に関しては、昨年度ご出席の委員の皆さんには、ご報告をさ

せていただいているところではありますが、全 10回でそれぞれ中級レベルと上級レベ

ルに分けて実施いたしました。 

反省点というところを主にご覧いただきたいのですが、中級レベルでは、中級とい

うレベルの方たちがなかなか集まらなくて、結果的に初級に近いレベルの方たちが中

心となってしまったこと。また逆に上級レベルには、本当に上級という方、あと中級

に近い方もいましたが、プラスそれ以上の超級の方など、非常に幅広いレベルの方た

ちにご参加いただいたことによって、ちょっと焦点を絞りづらかったという、そうい

うレベル感の反省と、もう少し人数を集めたかった、というところが全体的な反省点

としてはございました。 

次のページをお願いいたします。 

とはいえ参加者の声としては、日本に長く住んでいる、本当に長い方は 20年～30

年近く住んでいらっしゃる方ももちろん多くいらっしゃいますし、長く住んでいるけ

れどもこれまで知らなかった語句や表現を学べて自信がついたというご意見。それか

ら、中上級者向けの教室が松本にないので今後も継続してほしい。また、先ほどの日

本人住民との交流の場となった、というようなご意見をいただいております。 

この中上級者向けの教室がないというのは、全国的に共通していることでして、や

はり地域の日本語教室がカバーできるのが、どうしても初級が中心になって、入門期

のゼロの方への対応の苦慮ですとか、上級の方への対応ということがなかなか難しい

ということを伺っています。実際のところ、後ほどお話いたしますが、本教室の周知

を図ったときに、多く他市町村からの申し込みがございました。それはやはり、それ

ぞれの地域に教室があるということをご案内はするんですけれども、やはりその教室

では上級への対応がなかなか難しいのでということで、もちろん松本市住民以外はお

断りをしている状況ではありますが、そういった点は実は私、長野県の地域日本語教
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育の総括コーディネーターも務めておりますので、県としての課題としても、県に今

報告を上げているところでございます。 

もう一つその下ですけれども、新たなキーパーソン登録、ここも反省点に繋がりま

す。4名（受講者 2名、交流員 2名）というのはやはり従来、既に繋がっている方か

らの申し込みが多くて、なかなか新規の掘り起こしというところに繋がらなかったと

いうのがこの人数の少なさだと思い、それを今年度に生かしたいと思って現在臨んで

いるところです。 

令和 5年度に向けてということですが、既に始まっていることに関してお伝えして

まいりたいと思います。 

日本語交流員に関する反省点といいますか課題としまして、日本語交流員をどう生

かすかということでした。 

前回は、より多くの地域住民に、外国の方と知り合う、日本人の側も啓蒙といいま

すか、そういった外国人住民との接点を持つ機会としたいと思って、毎回毎回メンバ

ーを様々変えて入っていただいていたのですが、やっぱりそこがなかなか落ち着かな

いというか、毎回初めましての方がいて、なかなか信頼関係も築きにくかったという

ことから、今期は、１ヶ月通して毎回 3名の交流員の方に入っていただきます。基本

的に 1ヶ月通しで同じメンバーの方に入っていただき、少し気心の知れた関係になっ

て、安心な場で会話を展開していただきたいと思って、そういった形で進めていこう

と計画を立てております。 

昨年まではやはりどうしてもコロナ禍ということがありまして、オンラインのみ、

この教室はオンラインなんですけれども、一方でなかなか対面というところが叶わな

かった部分がございます。今年度、事業外ではございますが実は既に第 1回目から対

面の機会が欲しいという学習者からのご意見をいただいておりまして、これが後ほど

ご説明いたしますが、12月１4日に最後終了いたしますので、その後、授業外で忘年

会をやりたいなというような話が既に出ております。 

やはりそういったような、本当に膝を突き合わせて顔を合わせての関係が大事だと

思っておりますので、既にそういったお声をいただき、前向きに検討しているところ

です。 

そしてクラス分けです。中級レベルの参加者の掘り起こしの検討ですが、中級のみ

ならず、上級の方についても、これまで私が繋がっていなかった、市として見えてい

なかった方々の掘り起こしを今回重点的に考えました。 
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私が個人の Facebookで発信したところ、キーパーソンを中心に 25件のシェアを今

のところいただいております。その中には、ハローワークの外国人担当の日系ブラジ

ル人の方がシェアをしてくださったり、ベトナムのキーパーソンだとか、各コミュニ

ティのキーパーソンの方がシェアしてくださっているケースも少なくありません。ま

た本日ご参加くださっている委員の皆さんも、シェアをしてくださっていること、あ

りがとうございます。 

さらに Facebookグループですね、長野県の中の JETプログラムでいらっしゃってい

る方々とか、ベトナム人の長野県で住んで働いている方たちのグループだとか、そう

いった外国コミュニティの方の Facebookグループにも、私が繋がりうる限り現在投稿

しておりますが、今後随時受講者は増やしていきたいと思っておりますのでまた皆さ

んにもご協力いただけるとありがたいと思っております。 

そういったやはり、より広く私が繋がってないところにまで皆さんお声掛けをいた

だいた結果、中級レベルももう 11名の申し込みを現在既に開始時点でいただいており

ます。そういったところで今改善を図っているところです。 

そして生活日本語の内容ですけれども、これもちょっと私達当初必要と思いまし

た、この資料の最後のページについているようなことですが、市として必要と思われ

る、各課の内容の教材だと思っていたんですけれども、やはりもう既に 20～30年住ん

でいる方々が、果たして今更ゴミのことを知りたいと思うかとかですね、保育園のお

子さんを抱えていない方が、そういった保育園の入園のことについて知りたいかと

か、様々なこちらの思惑と、外国人住民の方が必要・楽しいと求めているものとはや

はり差があるということを昨年感じておりました。 

ちなみに今週ですね、既に月曜日と木曜日に、中級と上級の第 1回を実施させてい

ただきました。その際には短時間ではあったんですが、本日、この会議の前に私も参

加してきましたが、博物館のオープニングセレモニーがありまして、明日からいよい

よ松本市立博物館オープンとなります。私が松本市の教育委員も務めておりますので

その関係で、松本市の松本丸ごと博物館構想を皆さんにぜひ知っていただきたいとい

う思いから、今週は博物館について、皆さんに実際の広報の紙面を画面上で共有しな

がら博物館についてご説明をしたところです。 

そのような皆さんにとって知りたいとか、楽しいと思っていただけるような内容

も、今季は積極的に盛り込んでいきたいと思っているところでございます。 

それでは続きまして、次のページをお願いいたします。 
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中級クラス、上級クラス、それぞれ定員 15名ということで昨年度同様の計画を立て

ております。先ほどお伝えしましたように、今月 10月 2日からから既に中級クラスが

まずスタートしております。 

中級クラスは、10月 2日から 12月 11日までで、祝日を除く計 10回となります。 

まず中級クラスについてですけれども、現在 11名の申し込みをいただいておりまし

て、初回は皆さん様々なご都合で 7名の実際のご参加ではありましたが、こちらも今

後さらに周知を図り、各回 1回完結型の授業になっておりますので、随時勉強したい

という方がいらっしゃったら、受け入れてまいりたいと思っております。 

さらに上級クラスも今週木曜日 10月 5日からスタートしまして、12月 14日まで 

10回となっております。いずれも年内には終了し、報告をしたいと思っております。 

そして上級クラスは、現在実は 15名を超す 17名の申し込みをいただいております

が、やはり上級クラスの方はお仕事を持っていらっしゃったり、ご自身が夜英語のク

ラスをやっているとかですね、様々なご事情がございますので、毎回は出席できない

けれどいい、という方ももちろん OKとしていますので昨日の出席は 13名でございま

した。 

定員 15名というところに、スタート時点としては今年、皆さんのご協力によってま

ずまず順調な周知を図ることができて、達成できているかと思っております。 

その下の役割ということで、オレンジ色の欄がございますが、これはもう先ほどか

ら説明させていただいている通りで、コーディネーターが私、要は教室周辺の連携と

教室全体の運営を、教師と連携しながら行っていくものです。 

また日本語教師は、中級上級とも教師歴 25年ぐらいのベテランの先生、お一人は信

州大学で非常勤が長い方で、お一人は日本語学校等で同じく経験の長い方、お二人と

も先ほどお話に出ていた、私自身もなんですが、JICEというハローワークの厚労省事

業で行っている日本語教室でも教えていて、地域の外国人学習者への対応に非常に慣

れている方ですので、その方にそれぞれ通しで 10回お願いをしております。 

そして日本語交流員ですが、これも県の育成した日本語交流員を、ここに充てまし

て、会話のパートナーとして活動していただいております。こういった県としては人

材連携型教室と本年度より呼んでおりますが、この人材連携型教室を行うことによっ

て、県からの補助金が入るといった建付けになっておりますので、この形をとるとい

うことがまず必須の条件になっています。 

そして授業の流れですけれどもこれも昨年度と同様に提示させていただいておりま
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す。ただですね、昨年度の反省点を生かしまして、やはり皆さん、日本語を勉強する

機会がここでほしいという思いが強い方ですので、一番左にありますこの青い中上級

レベルの日本語表現、日本語学習のボリュームを昨年度よりも広げまして、松本市に

関する情報、あるいは行政から伝えたい内容というところは、少しボリュームを抑え

て、皆さんに継続して臨む教室を受けていただくような、そういった考えで、今年度

は行ってまいりたいと思っております。 

ちょっと早口で駆け足ではございましたけれども、令和 5年度地域日本語教育推進

事業の説明を私の方からはこれで一旦終わらせていただきます。ご質問等ございまし

たらぜひよろしくお願いいたします。以上です。 

 

会長 

ご説明どうもありがとうございました。いかがでしょうか、委員の皆さんの方か

ら。例えば委員さんが実際にこちらの初級や中級や上級の教室に参加されてみるのも

一つのとてもいい方法かと思いますし、まず参加してみたいと思われましたか。 

 

委員 

もし時間あれば絶対参加しようと思っています。非常に良いことだと思います。 

そして、私の知り合いの先生は、私みたいな外国籍の方に 30年前以上からずっとボラ

ンティアしています。時間も私達に充ててくれる彼女を今でも大尊敬できると思いま

す。 

 

会長 

ありがとうございます。夜の Zoomですのでぜひお時間作っていただいて、ご参加く

ださい。日中の対面のものではございません。 

 

松本市地域日本語教育コーディネーター 

ちなみに昨日行った上級クラスのテーマは、ChatGPTについてでした。 

それを皆さんがどういうふうに考えるか、子供たちへの影響だとか、社会への影響を

どういうふうに考えるかっていうのを、事前にネット上の記事を一つ読んできていた

だいて、それに関して日本人が上から教えるということではなくて、本当にお互いの

考えを伝え合うっていうような、そういうクラスを昨日は行わせていただきました。 
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楽しかったです。 

 

 

会長 

委員さんいかがでしょう。 

 

委員 

１０年前にもし同じような超級クラスがあれば参加しました。時間があれば参加し

たいです。超級レベルのクラスではちゃんといろんな交流を交換できるし、みんなで

話し合いもできるし自分の意見も言えるので、チャンスとしてとてもいいと思いま

す。 

これに関してもう少し聞いていいですか。 

資料 1では、仕事に関しての日本語教室ということでしたが、オンライン教室は生

活についてということですね。仕事ができることと、仕事に合わせた日本語ができる

ことは、私にとってはとても重要なポイントだと思います。手仕事をする人は上手に

何か作れるけど、コミュニケーションができないから、会社に入っても働けない。ド

イツだと医者用のドイツ語とか仕事用のドイツ語というような教室があります。だか

ら超級の方にはそのような内容の交流をするのがいいと思います。 

 

松本市地域日本語教育コーディネーター 

ドイツは本当に言語保障の先進国ですので、国として仕事の日本語まで含めるとお

そらく 610時間程度の国として言語保障がある、というところが 0時間である日本と

の本当に大きな差だと思うんですね。 

日本も本当に毎年毎年ほぼ倍増に近いような文化庁の予算にはなっていますが、

ドイツと比べると多分 100分の 1とかそれ以下の数字ですね。その中で松本市のこの

事業というのは、国のお金を長野県から間接的にいただくのですが、やっぱりそうい

うモデル的な事業をやるところにはお金が来るけれども、そうでないところは本当に

全く言語保障がないというような状況です。そこを先ほど委員さんがおっしゃったよ

うな、地域のボランティアの方が無償でお金をもらわないで 30年続けてきているとい

うのが全国の状況だと思います。 

令和 6年から日本語教師が国家資格になりまして、国全体として体制を作ってい
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くということは、もう既に既定路線ではありますけれども、なかなかドイツに近づく

ような今の 100倍以上の予算をとっていくというのは、本当に徐々に徐々にこれから

進んでいくところかと思います。 

その中ですいません、委員さんから今ご質問いただいたところは、仕事の日本語

とそれからコミュニケーションの日本語等という二つのポイントでしょうか？ 

 

委員 

手の技術は基本的に体を使う技術なので、言葉は関係ないですが、日本の会社に入

ると「部長」や「課長」というようなコミュニケーションが必要となります。このコ

ミュニケーションを知っていないと、部長や課長が頼むことを理解できなければ、何

をすればよいかわからず、困ることになります。そういった部分を理解することは、

多分大事なポイントだと思います。 

 

松本市地域日本語教育コーディネーター 

おそらくその仕事の日本語というところは、ハローワークさんの方で、先ほどあり

ました JICEの「しごとの日本語」というところでやっていただいています。これがな

かなか国の縦割りで、この仕事はここ、この仕事はここという縦割りであまり良くな

い点でもあるんですけれども、今回松本市の場合は、人権共生課が、地域で皆さんで

共に生きるためにコミュニケーションをして相互理解、そしてまたさらにはこのキー

パーソンの皆さんを増やして、市と地域の外国人住民の皆さん、また日本人住民の皆

さんと繋がりたい、それを日本語教育というコミュニケーションを通じて生み出した

いというところがありますので、この事業に関しては、生活におけるコミュニケーシ

ョンというものが中心になってきます。 

実は、県の財源も文化庁からですので、どうしてもその生活者、地域で暮らしてい

くためのコミュニケーションというのが外せないんですね。 

一方で、ハローワークさんの方で、厚労省事業の方でなさっている仕事の日本語と

いうところが、先ほどの委員さんからあった、仕事で使える日本語ということにはな

っていますが、やはりそれが毎日昼間出席しなければならないということが、先ほど

5人とか 6人ちょっと少ない人数という結果にどうしてもなってくるのかなとは思い

ます。 

そういったすみ分けがあるというのが、いいところでもあり、マイナスのこともあ
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るとは思いますが、この事業に関しては、生活のコミュニケーションに使う日本語を

中心としています。 

 

 

会長 

他にも、あの外国ルーツの委員さんも含め、皆さんご意見ありますでしょうか。委

員さんは受講されてましたか？ 

 

委員 

 昨日は授業に途中で入ってすいませんでした。 

うちはパパがすごく ChatGPTを昔からやっていて、仕事の関係でそれで使っている

んですけど、この間娘が賞をもらったんですよね。実は、ChatGPTを使いました。で

も ChatGPTが作った文じゃなくて、そこでいろいろパパから教えてもらって、ChatGPT

はこういう使い方だよ、自分で何したいか、何を作りたいかを手伝ってもらうって、

最後自分で考えて作るんだよ、と教えていました。 

昨日授業に参加したときにはやっぱり、今まで参加した日本語教室と違って、いつ

も勉強するときは、私だけかもしれないけど、眠たくなるんですよね。頭も痛くなる

んだけど、でもそういう形で、面白いんですね。楽しかったですね。いろんな意見っ

ていうか、人ってそれぞれなんだねって感じました。同じことに対して、私がそうい

う感じって言っても、他の人は違うことを感じていることを知れて面白かったし、楽

しかったです。 

 

松本市地域日本語教育コーディネーター 

皆さんに言っているんですが、遅れてもいいし、お子さんのことがあったら早く途

中で抜けてもいいし、全くもう自由に出入りしていて大丈夫です。 

例えば、来週は Z世代とか、私バブル世代の終わりぐらいですけど、その世代につ

いて話すというふうなテーマが既に課題として出ていますので、そうやってもう本当

に日本人も対等ですね。お互いに異文化理解、相互理解というところで、教室をやっ

ています。はい、ありがとうございます。 

そして他にも実は委員さんは昨年はご参加いただいていたり、それから実は委員さ

んは交流員として昨年度ご参加いただいていたりします。ありがとうございます。 



13 

 

もし他にも、ご参加の委員の皆さんから何かありましたらお願いします。 

 

 

副会長 

去年参加しようと思ったら、もう申し込みがいっぱいだったんです。今年はちょっ

と中級も上級も受講したいなと思っています。参加してみたいと思いますので、どち

らもタイの友達も誘ってみます。またよろしくお願いします。 

 

会長 

ありがとうございます。ちょっと質問なんですけど、今日本語交流員は何人ぐらい

ですか。 

 

松本市地域日本語教育コーディネーター 

今年 10月中をお願いしているのは 3名ずつですね。月曜クラス 3名、木曜クラス 3

名です。11月に、同じくまた今度はメンバーを変えて月曜 3名、木曜 3名という形で

す。今年度は 1ヶ月通しでそれぞれ 3名の方にお願いをする予定にしています。 

県としては、もう日本語交流員育成して、県内トータルでは 200名以上の交流員が

養成されています。その中でも今回この事業は、中信多文化共生ネットワーク（CTN）

への市からの委託をいただいて私ども運営させていただいておりますので、公募とい

うよりも、私達がこの方ならお願いできるなという方にですね、個別にお声掛けをさ

せていただいて、教師も交流員も選ばせていただいております。 

 

会長 

ありがとうございました。他にどうぞ、委員さん。 

 

委員 

3ページの令和 4年度の実績報告①っていうところでちょっと気になりました。レ

ベル分けですね。中級レベルで、人が集まらずに初級に近いレベルになったとか、上

級レベルで上級と中上級が混在とかっていうところで、やはりこのレベルを分けると

きにどのようにされているのか。例えば、日本語能力試験の N１持ってますとか N3で

すとかね。そういうのだったら分かりやすいんですけれども、そうじゃない場合にど
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ういうふうにレベル分けしてるのか。レベル分けって非常に私大事だと思ってます。

それぞれ皆さんレベルが 1人 1人違うわけですよね。その人に合った指導っていうの

をきちんとしないといけないと思っていますので。そこら辺をちょっと教えていただ

きたいと思います。 

 

松本市地域日本語教育コーディネーター 

ありがとうございます。 

まず、お申し込みは Googleフォーム等や、あるいはキーパーソンを通じて私のとこ

ろにお申し込みがあった場合に、松本市在住の方であるということを確認した上で、

その方とは私が直接面接というかお話を Zoomでさせていただいたり、時間がない場合

はお電話でお話をさせていただいたり、メールでやり取りをしたりしています。まず

基本的にお伝えしてあるのは、中級クラスは N3取得済み、もしくはそれぐらいのレベ

ル以上の方ですよ、ということをまずこちらからはご説明しています。 

そもそもそういうやり取りすらできない方っていうのは、ちょっとこのクラスでは

難しいかなと思います。かといって、JLPTだけが日本語能力の指標ではないという

か、むしろもう今国が示しているのは JLPTではなくて、CEFRに基づいた A1から C2

という、能力別の何ができるかという「CAN DOステートメント」に基づいたものが中

心ですので、別に N3を取得していなかったからといって、お断りするものではなく、

その方が十分にコミュニケーションができて、その教材としてお示しするような、ひ

らがな漢字を含めた文章が読めるようであれば、ぜひ一度参加してみてくださいとい

うことでお伝えしています。 

逆にレベルに達していないという方に関しては、お近くの日本語教室をご案内する

ようにしております。中級と上級も、一応中級は N3から N2を目指すぐらいのレベル

の方、上級の方は N2取得済み以上のレベルの方、ということでご本人にわかりやすい

指標としてはそのようにご説明しておりますが、先ほど申し上げたように、必ずしも

それに合格していることが必須ではございません。 

 

会長 

他の皆様方、委員の皆さんいかがでしょうか？ 

私の方から、今年度はそちらの中級クラス、もう既に 10月 2日に開始してるってい

うことなんですけど、もう立派な中級っていうふうに認められるレベルの人が揃って
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7人で活動は始められたんでしょうか？ 

 

 

松本市地域日本語教育コーディネーター 

ありがとうございます。N3取得済みの方も多くいらっしゃいますし、実はですね、

ベトナムの方で N2、N1持ってますっていう方も、中級と上級両方に出たいという方も

います。内容が違いますので、N１持っていてもとにかく喋る機会が欲しいからという

ことで来ていらっしゃる方もいます。N3レベル以上という形にはなっていると思いま

す。中には全く JLPTを受けたことがないけれども、日本にもう 30年住んでいて子供

大学生 2人育て上げて、かつて若い頃は Mウイングの教室に通って、漢字も 1000以上

覚えたけどもう全部すっかり忘れちゃった、っていうようなことを、口頭でちゃんと

お話しいただけるような、そんなレベルの方は、ぜひどうぞということでお誘いをし

ておりますので、少なくとも初級で出てくるような内容が理解できないという方はい

らっしゃいません。少なくとも初中級以上という形にはなっていると思っておりま

す。 

 

会長 

ありがとうございました。他の皆様方はいかがでしょうか？ 

こちらの活動、皆さんもこの期間を聞いておわかりかと思いますが、1年 12ヶ月の

うち、10月～12月のいわば実質 2ヶ月半なんですね。2ヶ月半の活動で、これが例え

ば、火曜日の日本語教室であれば 1年 12ヶ月、月 4回、そういった形で火曜日の夜の

教室が運営されておりますが、こちらの活動は週 1回、一応月 4回でありますけれ

ど、全部で、いわば 15回かな、そういうぐらいの回数のものになっています。 

これはモデル教室っていう形の性格でもあるんですけれど、最初文化庁から長野県

に話があり、長野県でいろいろ検討しこういった形を作り、そしてモデル的に開始は

していると。ただ、本当に長い目で見て、ドイツが先ほどから出ていますように、も

う何十年もかけてドイツ語教育というのを、トルコの方やモロッコの方などたくさん

の外国から来る移民難民の方に教えているっていうのを構築しているのから比べます

と、まだ本当に脆弱だっていうことは、まず前提として、おわかりいただきたい。 

それから、先ほどちょっと話した武部幹事長が提案した基本法というふうなものが

でき、その上で日本語教育を完全に担保する、責任を持って日本は教えていくんだっ



16 

 

ていう体制にならないと、それでもドイツと同じだけの予算は無理だと思うんですけ

ど、少なくとも近づくための一歩にはなっていきます。 

今回皆さんにご説明しておりますこの地域日本語教育推進事業は、県内で松本とも

う 1ヶ所どこでしたでしょうか。 

 

 

 

松本市地域日本語教育コーディネーター 

これまでに立ち上げた教室は多くあるんですが、県のモデル教室を経て自走といい

ますか、それぞれの市町村が直接独自の運営になっているのは、現在、長野市とそれ

から松本市のみです。佐久市の方は県のモデル期間を修了後、民間の方で、立ち上げ

を今模索しているところですが、長野市と松本市のみです。 

ただ長野市の方は長野市単独ではなくですね、経済中枢連携都市圏という周辺の市

町村と連携した体制の中で行っているという枠組みの中で、長野市単体ではないとい

うところです。単体としては松本市のみです。 

 

会長 

文化庁も各県に呼びかけ、そして長野県も全市町村に一生懸命呼びかけ、そして

様々な取り組みをし、ただ本当の意味で、そういった取り組みで現在も続いているの

は、長野市が近いものとはいえ、この松本市のみというのも一つの現状として、皆さ

ん覚えていただきたいことにもなります。その点は本当に市の皆さんには感謝してお

りますし、他の長野県全体の意識はそれぐらい盛り上がらないんだ、もしくは実施体

制として続けていくっていう人と、エネルギーがなかなか他の市町村では難しいんだ

ということも事実です。 

 

松本市地域日本語教育コーディネーター 

先ほどの会長からのお話にありました、通年でなく合計 20回のみというのはそもそ

もの長野県の補助が 20回に限る、というところで、20回までしかその 2分の 1補助

が出ないというところでのこの枠組みではあります。 

一方、先ほどお話した長野市を中心とした体制の中では、実は通年行っています。

20回を超す部分に関しては、長野市やその周辺都市の、とはいえ人口による割合から
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いうと、ほぼ長野市が出しているようなものではあるんですけれども、そこは通年で

20回以上の部分は長野市が見ているというところがあります。ただですね、そちらの

長野市の方はテーマとして最初級、０レベルの方たちを生活で少しでも不自由がない

ように日本語能力を伸ばしていくということを目的にしていますので、10回や 20回

では駄目だと思うんですね。  

一方で、私たち松本市でのこのプランというのは、逆に長野県の 20回という枠があ

るのであれば、その 20回を使って何ができるのだろうということを考えたのが、この

キーパーソンの掘り起こし育成です。掘り起こし、育成ですので、これによってたっ

た 10回で劇的に日本語能力が伸びるということはありませんが、やはり外国人住民や

そのコミュニティと行政もしくは地域の日本人住民が繋がるきっかけとして、この 20

回を生かしていきたいというようなそういう発想から、こういった事業になっていま

す。 

ということをすいません本当は市の方からのご説明かもしれませんが代弁でお話さ

せていただきました。 

 

会長 

委員さんお願いいたします。 

 

委員 

日本語レベル 0について話がでましたけど、日本語があまりできない人は、なぜ日

本に来ましたか。中級レベルで日本に住みたいとか、自分の国で勉強して日本で住み

たいということはわかりやすいけど、全然日本語が出来ないけど、ここで住みたいと

いうのはどうしてでしょうか。 

 

 

松本市地域日本語教育コーディネーター 

委員さんの中にも地域の日本語教室に松本市で長年関わってくださっている方々も

いらっしゃるので、そういった地域の教室には、もちろん日本語レベルが 0の方や最

初級のレベルの方もたくさんいらっしゃっています。やっぱりそもそもの理由としま

しては、日本の国自体が日本語能力を求めていないというところが、ご本人の問題と

いうよりは、やっぱりそこが大きくドイツとの違いだと思うんですね。 
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国としてのサポートもない代わりに、国としても日本語能力を求めない。例えば技

能実習生も来日前と来日後、仕事を始める前に 320時間の日本語講習を受けなければ

ならないということにはなっています。 

ただそれを教えるのがプロの日本語教師ではなかったり、母国のベトナム人の N３

を持っている程度の方であったり、なかなか習得するというところまでにはいかない

んですね。勉強したというだけ。 

あるいは結婚してこちらにいらっしゃる方も、特に日本語ができなければ結婚し

てビザが下りないというわけではないので、やはりその国として、在留資格として日

本語をセットで求めるという仕組みになっていないものがほとんどだからだと思って

います。 

もちろんそのご本人が、ここでどうやって生活していくか、日本語が必要だと思っ

て勉強される方、あるいは例を挙げるとブラジルのコミュニティですが、ブラジルの

コミュニティの中で生活が成り立てばいいと思っている方、それは個人によって様々

だと思いますが、やはり日本語を勉強をするということが必ずしも在留資格、国とし

てのインセンティブにはならないっていうところが、一部の在留資格を除きですね、

あるとは思いますが、このようなお答えでいかがでしょうか？ 

 

会長 

本当に全国でも有数の日本語教師の人が来ておりますので、いろいろなことをざっ

くばらんにお聞きになってみてはと思いますが。よろしいでしょうか？ 

それでは、こちらの第 2番目の議題は以上といたしまして、3番目の議題、令和 5

年度キーパーソン事業につきまして、ご説明よろしくお願いいたします。 

 

事務局 

（「令和 5年度キーパーソン事業」について、資料を用い事務局から説明） 

 

会長 

はい、ご説明ありがとうございました。 

手持ちの多文化共生プランの概要版の、実は一番後ろに非常に大きく目立つところ

にこの多文化共生キーパーソンとキーパーソン・ネットワークというのを載せており

ます。こちらの③のところにキーパーソン・ネットワークってありますけれど、ここ
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に先ほど事務局からも話がありましたように、行政機関としっかり繋がること、キー

パーソン同士も繋がること、そしてネットワークを生かして、効率よく、そして防災

に繋がること。本当に困ったときに、逆に力の強い外国の方が日本のおじいさんおば

あさんをたくさん抱えて走っていただくような、そういったことも期待して、いわば

本当に防災の点で、もはや日本人が外国の人を助ける状況ではないんですよね。もう

助けていただくのは日本人の側で、そういった状況も踏まえ、外国の方にいろいろな

日本人を知っていただく、日本の人も外国の人をどんどん知っていただく。それで地

域・地区だけでなく、地区を超えたネットワークもどんどん広げていこうというの

が、この活動になるかと思います。 

では皆さんこちらの活動につきまして、ご質問、ご意見等ございましたらよろしく

お願いいたします。 

 

委員 

キーパーソンの場合、伝える、参加する、つながる、よりそうという活動で、自分

のやりたいことを選べるということでしたが、この４つの活動の割合はどのくらいで

すか？  

 

事務局 

ありがとうございます。 

特にこれをするとかっていう役割が決まっているわけではないので、活動内容を数

値に出してはいません。キーパーソンの役割や活動をとおして、地域の外国人や、日

本人も含めて、何かができれば登録したいなっていう形で、この中のどれか一つでも

やっていただければ、大丈夫というところなので、数値には特に出してないです。 

人によっては松本市から発信した情報を Facebookで伝えてくださる方もいます。人

によっては近所の外国人で困った方がどこに相談したらいいのっていうことで、多文

化共生プラザの相談窓口に繋げてくれる方もいます。このような形で、今この状況だ

ったら繋げようとか、この状況だったら伝えようっていうような形で皆さんにご判断

いただいてやっていただいているので、ちょっと数値では表すことはできないです。 

 

委員 

キーパーソンたちをコーディネートする人はいますか？皆さん本当に全部ひとりで
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決めると困るかもしれないです。 

 

 

事務局 

おっしゃっていただいた部分は課題にもなっているかなと思います。キーパーソン

の方が何をやったらいいのかっていうことを思ってらっしゃる方もいますが、それを

こちらがコーディネートするということはしていないです。ボランティアの位置付け

っていうところにもなりますので、松本市でキーパーソンやっていますよっていうこ

とを友達になった方々とかに伝えて、何かあったら教えてねっていうような、自発的

な活動が今はメインになっています。特にコーディネートはしていなく、活動を管理

するということは行っていないです。 

 

会長 

ぜひ委員さんも一度入ってみてください。キーパーソンになると、こういうカード

がもらえます。このカードを民芸館に見せると、もう一発でフリーパスなんです。本

当だったら 400円かな。 

まもなくオープンする、ものすごく綺麗な博物館でもこれでフリーパスになりま

す。それはおまけというか、でもこれだけのものを松本市が用意してくださった。 

 私たちが最初に 2010年にこの提案を始めたときには、まだここまでとても考えてい

ませんでした。ただ、そのときからキーパーソン・ネットワークを作りたいっていう

話はあったのです。それがやはり防災も含め、この重要性を市の方でも理解していた

だいて、こういった会員証と、そして多くの施設、松本城は駄目なんです。あそこは

使えません。それ以外の本当に素晴らしい施設がかなり利用できますし、外国の人を

連れて行った日本の人がキーパーソンであれば無料になるよ、そういう活動をキーパ

ーソンとしてどんどんしてもらいたい。例えば歴史博物館や浮世絵博物館や民芸館や

素晴らしいところがたくさんありますので、そういったところに外国の人をどんどん

連れて行くというのも、つなげるになるのか伝えるになるのか。事務局から説明があ

ったように、どれをしなければとか、あなたはこの仕事ねっというようなことはない

です。どれでも自分が少しでもできそうだったら、ぜひやってみてくださいねってい

うのがこの制度になります。 
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副会長 

簡単な例として、例えば伝えると繋がるってことですが、これは友達が一人以上い

ればできます。また 1人以上だったらよりそうこともできます。例えば、病院一緒に

行こうという感じですが、それもキーパーソンになります。 

伝えると繋がるっていうのは Facebookをやっていたり、お店を持ってる人がそこか

ら情報を発信していただいています。そのお店の方もキーパーソンになれます。それ

はただの伝えるということでいいと思います。 

参加するっていうのは次のキーパーソンの研修会、交流会とか、無理せずにいける

方たちで行くような人でキーパーソンにもなれる。以上です。 

 

会長 

具体的でわかりやすい説明ありがとうございました。  

 

委員 

三つあるんですけど、最初は先ほどの質問に対してです。確か私も最初キーパーソ

ンに登録したときには、すごく変なプレッシャーを自分で感じていました。キーパー

ソンだから何かしないといけないって思っていました。何回も聞いたけど Facebookで

シェアしてくれるだけでも十分だよって言っていただきました。でもそれって、それ

でいいのかなって思いました。正式な話がないんですよね。ただ登録しました、何も

しなくていいんですよ、伝えるだけで大丈夫ですよっていうことでした。私だけかも

しれないけど、何かやったとか、意味があるのかっていうのを思いました。そもそも

登録した方は、積極的な人だと思います。何かやりたいし、何か協力したいから、ま

ず登録してあると思います。でも何もわからないままでいいんですよ、できるところ

までだけであって、十分ですということは、これを読む日本人はわかりやすいと思う

んですけど、外国人にとっては難しいと思うんです。それなので、もう少し外国人に

対して具体的な例を挙げたらいいと思います。例えばこのキーパーソンはこれだけや

りました。例えば SNSを使っていろんな情報をシェアをしましたとか、キーパーソン

はここに繋がっているところだからこういうところを活動していますとか。その中に

私達新しいキーパーソンはこういうことができるんだというイメージがつくような方

法があるとやりやすいのかなと私は思いました。入っただけで何もしていないな、と

いう気持ちが最初の方はありました。と言っても何もしてないわけですけどね、私は
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Facebookだけ使って一応シェアをしました。それが私ができることです。 

あとは二つ目なんですが、先ほど会長が、フリーパスについて言ってましたが、こ

れは個人的な相談なんですが、民芸館で仕事でたまに撮影する時に、私は払っている

んです。仕事で申し訳ないと思って払っていますが、その辺どう思いますか。私はこ

れが無料になるっての知っているんですが、仕事できてちょっと恥ずかしくて、自分

の分も払っているんです。一応、お客様は観光で、特に里山辺にある奥の方だから、

いいところですよってアピールしています。松本市をアピールしています。 

3つ目ですが、これはうちの主人の話なんですが、主人は安曇の方の会社に勤めて

います。その会社は結構大きい会社なんですけど、初めてベトナムの実習生を雇いま

した。バイトの人たちが、おじいちゃんおばあちゃんが多くてもう仕事ができなかっ

たので、ようやく実習生を雇いました。でも 1年かかって、ようやく入れることにな

りました。すごく大変でした。それまでは上の人たちも社員もバイトの人たちも外国

人に対して抵抗がありました。私の主人はたまたま奥さんが外国人だから、色々対応

して覚えていて、今また新しいグループが入りました。最近話を聞くと、会社も外国

人を入れることは普通のことなんだとか、変な感じじゃないんだと言っています。こ

のキーパーソンも偉い人たちだけに声をかけるんじゃなくて、普通の会社とか、1人

でも理解してくれる人をキーパーソンに入れれば、どんどん広がるかなって思いま

す。例えば看護師や学校の先生、保育園の先生の中に 1人でも声をかけたら、どうか

なって思います。その保育園もいつか外国人が入るし、病院ももちろん外国人も入る

し、学校も今外国人の子供もいっぱいいるのでいいと思います。一般の人でも、会社

としてお店でもそうだけど、主人の話を聞いてそう感じました。以上です。 

 

会長 

ありがとうございました。 

まず具体例をこういった資料にしっかり明示するということは、私達の場合は感覚

的にある程度こういうことだよねってわかって大丈夫なんですけれど、外国の人はそ

ういった緩いのではわかりにくい。むしろ、何かをしなければいけないっていうのは

しっかり言ってもらいたい。月に 1回は何をするとか、その方がいいっていうような

ことを私もある外国の人から聞いたことがあります。少なくともこういった活動をし

ている人がいます。こういった人もいます。というようなものを具体例を何らかの形

あげることはとても大事だなっていうのはありました。ホームページがいいのか何が
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いいのかわからないんですけど、ただ、紙って今、受け取りませんからね。紙の印刷

はもう古いと思います。私も大体市のホームページを紹介するので、その中で、でき

れば最低でも英語と日本語は、本当はそれだけでは足りないんですけど、そういった

形で具体例と主旨そういったものが載せられたらいいと思います。 

それと委員さんから話がありましたように、本当に力のある方々に声かけるだけで

はなく、なかなかただ声かけること自体が難しい。住んでいる方、技能実習で働いて

いる方、そういった方にこういった話を伝えること自体も非常に難しいんですけど、

何かそういった伝えるルートを考えたりしてはどうでしょうか。やはり会社であると

ある程度、経営者協会であったり、商工会議所からこういったものがあるが、外国の

人を雇っている人がいたら、渡してねっていう感じで、結構会社は動きますね。そう

いった形で資料を配布したり、伝えてもらうっていうのは可能かなと思いました。 

ありがとうございます。では委員さん。 

 

委員 

ありがとうございました。 

委員さんの 2番目のところで、自分が払わないことは恥ずかしいという言葉はちょ

っと違うと思います。キーパーソンとしていろんな人と一緒に行くと、皆さんに同じ

インセンティブがあるから、まずは、キーパーソンを含めて皆さん支払いをして、あ

とでキーパーソンの皆さんには返金するなどした方がいいと思います。キーパーソン

の皆さんが同じであることは大事なことです。 

 

事務局 

委員さんの方から仰っていただいて、このキーパーソンの役目としてやっていただ

くというところでは、もちろん登録証を見せていただいてというところかなと思うの

ですけれども、自分の仕事でというところは、また関係の機関とちょっと協議をしま

して、また皆さんにお知らせをしていきたいかなと思っております。よろしくお願い

します。 

 

会長 

他の委員さんはいかがでしょうか？例えば委員さん、あまりこのキーパーソンにイ

ングリッシュスピーカーの方が多くないように思うんですけど、ご存知でした。 
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委員 

この会議に来る前にいろいろな資料やファイルをいただきました。僕はその前には

この松本市役所のキーパーソンのことを正直知らなかったです。さっきの先生方と委

員さんたちの話を聞いて非常に良いことだと思いました。 

私が１つだけ知っていることは、東京都のＧ７大使館は全部似ているものがありま

す。Ｇ７以外の国、例えばマレーシア大使館も似ていることがあります。それは例え

ば、隣の国からミサイルが来るとか地震や洪水の時とか、その町でお一人の方がいた

ら、他の同じ国籍の方とかに連絡ができる方法があります。実は東信の上田では、僕

はカナダ大使館の似ていることをやっています。そして、3月 11日の東北の地震の後

いろいろな東信のことを発信しました。現在は東信にはカナダの国籍の永住者はそん

なにいませんが、そのときはもうちょっといました。そしてその時に私達はどうすれ

ばいいのか、逃げればいいのかということがありました。あのときは大使館からの連

絡は非常に大切でした。だけど、本当に松本市役所のキーパーソンのプログラムも本

当に非常に大事なことだと思います。ありがとうございます。 

 

会長 

ありがとうございます。大使館とは違うんですけれど、松本市というオフィシャル

なところから外国の方に LINEでも行きますし、情報が、こういう緊急時には行くって

いう点、ぜひたくさん英語の先生方をご存知かと思いますし、場合によってはストー

リー・ハウス・カフェやそういった所でも話していただいたり、そこでぜひイングリ

ッシュ・スピーカーの方にも広めていただけたらと思います。 

 

委員 

松本市の多文化共生キーパーソンに似た制度として長野県で地域共生コミュニケー

ターという制度がございまして、私も今そのコミュニケーターのメンバーの資格で協

議会に入っています。この地域共生コミュニケーターでは、十数年前に、その当時は

個人情報にそんなに厳格でなかったので、メンバーの住所とか 1人 1行なんですけれ

ども、どういう活動しているのかっていうのを、一覧表にして書いてありました。そ

れを見たときに、面白いのがあったんです。ポルトガル語ができて、それで司法通訳
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をやっているという、そういうメンバーの方がいらして、そういうことが出来るのだ

なと思いました。そこから私もヒントを得て司法通訳もやっているんです。そういう

ふうに、そのキーパーソンになった方が、どういう活動をしているのかというのを他

の人が見ることによって、他の皆さんにとって参考になる活動内容っていうのはわか

ると思うんですよ。ですので個人情報はそんなに出さなくてもいいんだけども、どう

いう活動していますとかっていうのを出すだけでも、皆さんにとって参考になるし、

キーパーソンの皆さんのキーパーソン活動の活性化っていうことにも繋がると思いま

す。 

それで長野県のその会議で私何度か申し上げたことがあるんだけども、やっぱり長

野県でも、どういう活動をしてくださいっていうことを全く言ってなくって、それで

研修とかもなかったんです全く。だからちょっとこの制度はきちんと機能していない

んじゃないですかっていう苦言を申し上げたことが何回かあるんですけれども、今ま

でずっとやってきてみて県から言われました市から言われましたじゃなくって、あの

自分で考えて、皆さんそれぞれ活動をされればいいと私は思っています。そういう意

味でその参考になるものをちょっとね、ヒントを出してあげることによって、なるほ

どこういうことも私できるっていうので、そこから入っていかれればいいんじゃない

かなと私は思っています。以上です。 

 

会長 

ありがとうございます。 

先ほどの、今までのいろいろな活動を明示化するっていうのを具体例として、載せ

るっていうのも、非常に重要かと思います。 

委員さんお願いします。 

 

委員 

松本市の日本語学習もそれからキーパーソン事業についても、非常に素晴らしいス

キームだと思うんですね。自治体が取り組んでいることで、ここまで進んでいるっ

て、いうのはすごく驚きで、多分中信多文化共生ネットワークと市が良いパートナー

として進んでいるっていうところかなと思いました。 

会長が、先ほど 2010年にキーパーソンを言い出したと仰っていましたが、ここまで

来るのに、13年かかったんですね。それまでの 2010年と今では、その多文化共生の
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ニーズがもうかなり違うと思うんですけど、13年もかかっていたのだと驚きました。

その理由をお聞かせていただいてもいいですか。 

 

会長 

なかなか意義を市の方にも本当の意味で理解していただけなかった点が私たちの説

明も不十分で、協議会のメンバーの説明も不十分でした。それがやはり防災の方にも

非常に繋がるんじゃないかということを深く市の皆さんに理解していただいたのが、

これだけ一気に進んだ大きな契機だと私は思っています。 

それは私達の方では確かにそうだよねっていうふうに逆に教えてもらったところが

ありますので、それは大きかったですね。 

 

委員 

各市町村では多文化共生がすごく課題になっていると思うんですね。でもどこの自

治体もなかなか動かないです。国際化協会でも何を県の中でやっていくかっていうこ

とがすごく課題になっています。今のこの日本語学習にしてもキーパーソン事業にし

ても、このスキームをこの先にどういうふうにしていくのかっていうところも実はと

ても共有したかったです。できることなら本当に長野県のモデル地区として共有して

いきたいです。 

それからキーパーソンネットワークのスキームがありましたけれども、これは松本

市の地区と地区というふうになっていると思うんですが、これを長野県の地区と地区

というふうに、将来的には持っていくようなところも考えることができるのかなと思

いました。ここまで成功というかうまく進んでいるっていうところは、佐藤先生が言

ってから 13年もかかってきたけれども、今こんなに素晴らしい形になっているので、

これからの 3年～5年計画くらいは松本市で立ててもいいのではないかなと感じまし

た。ありがとうございます。 

 

会長 

委員さんいかがでしょうか。 

 

委員 

特に具体的にキーパーソンについてですとか、この松本市のモデル教室についてと
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いうことではなくなってしまうんですが、今私が活動している日本語ボランティアの

立場として今思っていることは、やはり皆さん高齢化ということで、担い手がいなく

なっています。これは市のことではなく国の問題なのですが、一刻も早くこの外国人

基本法をどうにかしていただいて、ボランティアじゃない形で、またモデル教室では

なく、常時日本語教室をやっていただかないと、本当にどうするんだろうっていうこ

とを感じています。 

 

会長 

ありがとうございます。現場で日本語ボランティアとして教えていただいてる方

の、本当に貴重な生の声で、また同時に何十年もこういったことを、この現場にいる

私たちも同様にいつになったら日本という国は、しっかりと日本語を教える体制を作

れるんだろうと思っておりまして、全く同じ感想です。 

 

会長  

委員さんいかがでしょうか？ 

 

委員 

大変興味深くいろいろ聞いていました。私もキーパーソンに今年の 3月に入らせてい

ただきました。家にカードも届いたので、やるぞと思っていたのですけど、痛感した

ことが、私自身が地域の中で繋がりをあまり持てていなかったという事実でした。多

分、生活圏内に必ず外国人住民がいると思います。仕事の中ではともかく、私のプラ

イベートの中であんまりそういう方と出会っておらず、その生活圏の中で、行動力そ

のものがなかったのかなというのを痛感したりもしました。そういう中で、今回のこ

の安原、城北地区でのキーパーソンと地域づくりセンターを結ぶ活動というのは、一

つの接点としてはとても大きいと思いました。地域のコミュニティ活動の中にキーパ

ーソンそのものが結びつくような考え方っていうのは、耕すという意味ではこのレベ

ルから必要なのかなと思っています。 

もう一つが、先ほど話にもあった民芸館に写真を撮りに行くことが、お金を払って

いたけどどうするかっていう話ですが、結構大きいことかなと思っています。僕がイ

メージしていたのは、うちは児童館とかいろんな居場所施設を民間としてやっていた

りもしている中で、例えばうちの職員がこのキーパーソンになることができるかどう



28 

 

か、役職とまでは言わずとも、うちは CSRって言葉使わないんですけど、一つの社会

的な責任として事業性を持った取り組みの中に位置づけていくようなことは、考え方

としてあるだろうなと思ったんですよね。 

でも先ほど仰っていたように、ボランタリーな取り組みの方がもともとは発端で切

り口としてはそこからイメージされていることだと思います。僕は市場の論理の中で

あんまりこういうことを考えすぎない方が良いとも一方では思ってはいますけれど

も、うまく絡めばすごく大きな力を持ち得る部分かなというふうにも思いました。事

実としてうちの施設で不特定多数のいろんな方が来る中で、外国籍の子ども、子ども

を切り口とした保護者っていうようなそういうプロセスみたいなのも十分考えられる

かなと思いました。 

うちの児童館とこども育成課が担当になっていてそうすると全く市の違う課が関わ

ってくることになるから、こういうのってあんまり上手くいった経験があまりないん

だけれど、いろいろしがらみはありつつも、だけれどもすごく大きな観点のようにも

感じたっていうのが僕の今日の感想です。以上です。 

 

委員 

今の委員さんのご意見は、私も同じような意見を感じていました。 

私は経営者協会の中信支部から来ているのですが、企業に 1名ずつキーパーソンを

置くっていうのが私はいいと思っています。それを経営者協会の中で広めていくって

いうこともあるのかなと思ったんですね。ただ、経営者協会中信支部だと、松本市以

外に安曇野市とか他の市もあるわけです。そうすると、このスキームは持ち出しても

いいのかなっていうこともあります。例えば、中信支部経営者協会全体でやるとなる

と、うちの会社にもキーパーソンを置きたいんだっていう企業が出てくるんじゃない

かと思うんですね。ですので、このスキームをどこまで持ち出していいのかというの

をちょっと聞きたかったんですね。 

 

会長 

事務局さんいかがでしょうか？ 

 

事務局 

確認して改めてご報告いたします。 



29 

 

 

委員 

松本市が色々なことに取り組んでいて、松本市ＣＴＮとパートナーになって、非常

に素晴らしいこの仕組みを作っているっていうことで、県としてもすごく注目してい

るじゃないですか。だけど、これ他の市町村が真似してもいいのかどうなのかなって

いうことで、またそれは具体的にご相談させていただければと思います。 

 

会長 

いずれにせよ経営者協会さんのようなところから、キーパーソンをぜひ置きましょ

うというふうに声かけていただくっていうのは、本当に大きいと思います。一番最初

に話があったハローワークの方でも外国の担当の人 1人置いてほしいなというのと、

次元はちょっと違うんですけれど、やはり責任持って見る、そして関心を持って、ど

んどんそういった企業の人と繋がるような形で、そういった人の意見が私達今まで作

ってきた、どちらかといえばボランタリーなキーパーソンのメンバーの方にも、そう

いう視点で学べるというか広がるんだというふうに、よりわかって広がって、有効な

ものになっていきそうだと非常に感じました。ぜひよろしくお願いいたします。 

 

事務局 

また今会長の方からもお話いただきましたけれども、今までは一市民としてってい

うふうなところのキーパーソンという捉え方だったかなと思いますので、また経営と

か、そういった事業所とかそのところをどんな形にしていけばいいのかというふうな

ことも検討してまいりたいと思います。 

 

会長 

では、委員さんもしご意見等ございましたら、お願いします。 

 

委員 

貴重な会議に参加させていただきましてありがとうございます。 

自分は先ほど言いましたように、今現在 300ちょっとの世帯数の並柳団地というと

ころで生活をさせていただいております。町会長は今年が 2年目で、今年の 4月から

ですかね、担当していた地区の日本語教育をされていた方から、日本語教育が終わり
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ますという連絡をいただきました。理由についてそこまでは確認はしていないんです

けども。 

実際団地の中にも当然外国籍の方が何世帯かに住んでらっしゃいます。例えば、生

活の上でいうとゴミ出しとかっていう、日々に関わる関係がありまして、市の方では

国に応じたゴミ出しのルールの文書だとかを作っていただいたものを用意していただ

いています。新たに入居される方が外国籍の場合は、その国の言葉の説明書をお渡し

して、何とか生活を今しているところです。以前は、団地のなかで公民館を使って、

外国籍の方の誕生パーティーをしたという話を聞いたことがあります。そんな形でそ

の公民館を有効に使ってもらうこともあったようですけども、やっぱり文化の違いだ

とか、時間の関係だとかっていうと、住民との揉め事があったことも聞いておりま

す。 

そうは言っても現実、これから日本は後 10年後くらいでその人口が減って、外国籍

の方に日本に来ていただいて、日本という国の仕事だとかを絶対やっていただくのが

もう目に見えている状況ですので、再三話が出ましたけど国の方としても早めにそう

いう対策をとっていただいて、外国人に来ていただいて、日本のますますの発展のた

めには必要になってくるだろうというふうに思っています。今日の内容を地区に持ち

帰って、部長クラスとまた議題にして話題にしたいと思います。今日は本当にありが

とうございました。 

 

会長 

ありがとうございました。では委員さんいかがでしょうか？ 

 

委員 

本日はいろいろと貴重なご意見を聞かせていただき、本当にためになりました。 

一応警察の活動としてやっていることを紹介したいなと思っています。先月、信州

大学にご協力をいただいて、交換留学生に対するガイダンスがありました。そのとき

に警察も参加して、交通ルール、防犯、防災対策に関する共生対策の講和をさせてい

ただきました。他にも留学生のいる学校や技能実習生が働く企業もたくさんあります

ので、今後も警察として、こういった所に出向いて、私どもが共生対策を継続してい

き、外国の方が、日本で安全で安心に暮らしていけると思っていただける、そんな支

援をしてきたなと考えています。以上です。 
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会長 

ありがとうございました。9月 20日に信州大の方に来ていただいて説明をしていた

だきました。 

 

副会長 

警察の方のお話を聞いて、今思い出したことがあります。LINEアカウントの発信情

報の内容は、防災情報とか、外国人の相談情報とかがほとんどですよね。でもこれ

は、危機の時はもちろん大事なんですけれども、普段のときは予防に関すること、例

えばたくさんの種類の詐欺があることは、外国人には全然わからないなんです。でき

ましたらこのような内容を LINE発信していただけたらいいと思います。 

 

会長 

ありがとうございます。ぜひ委員さんと連携していただいていろいろ発信していた

だければと思います。 

他はいかがでしょうか？ 

それではマイクの方を事務局にお戻しいたします。 

 

事務局 

ありがとうございました。 

会長、副会長、ありがとうございました。 

また、委員の皆様におかれましても、ご活発なご意見を頂戴しまして、誠にありが

とうございました。 

それでは以上をもちまして、第 1回松本市多文化共生推進協議会を閉会といたしま

す。本日は誠にありがとうございました。 


